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一、
はじめに
厚かましくも
国文論稿へ投稿しようと思いついた一番の
動機は、
現在大学で勉強中の、
そしておそらく将来自分の
進むぺき道を揆索中の向学心に富んだ言語学ないし国語学を巧攻していろ後輩の人々へ、
その進路決定への一助とな
ればと願い
、拙
文をまとめてみることにした
。私
自身言語
学を十分に修めていろ訳ではなく、
まして我国では言語病
理学なろ学問が未確立で暗中模 の状況であるから、
この
ような文を書くことは
大い
に勇気のいろことであ
る。
しか
し、
若く
て
血気盛んな向学の徒に、
我々
の隊列ヘ一人で
も
参加 てもらいたく、今、
私がやっている仕事を紹介する
こととした
。
二、
聰能言話士の業務と必要な教育的背景
り聴
能言語士とは？
言語は人間の精神生活にとって不可欠
のものであるが、
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この世の中には先天的・後天的理由でその言語機能が障害された人々がたくさん存在すろ。
いわゆる「言語障害児
·
者」であるが、
その数はわが国では五0万ー五00万（統
計をとることが難しく推定数なので、研究者により幅があろ。）存在する い
われていろ。言語障害の種類には次の
よ
うなものがある。①精神発達遅滞、
梢緒障害、・言語斑境の
不適切さなどによ 「言諾発達遅滞」
②口唇・ロ蓋裂に
よる障害、③聴覚障害
によるもの、
④脳性マヒによろもの、
⑤
構音障害、
⑥失語症、⑦吃音、
⑧声の異常など。
聴能言話士とは、
こうした言語障害
児・者を「診断」（何
が原因で
ものが言えないのか）し、苔語障害の程度を「評
価」し、
それ
によって相餃・治寮・指導を行い、言語障害
児・者に言語
によるコミュニケーション能力 習得（再習
得）させ、
彼らの社会
的適応・復帰への援助をすること
を
業務とする専門職の呼称である。
その対象は乳幼児ー老人
にいた
り、かつ取り扱う
障害
も前述①
l®
と多岐にわたり、
そのため聴能言語士には広範でかつ高度の専門知誨と技術が要求される。③
聴
能言語士に
必要な教育的背景
具体的にはどのような教育が必要であろうか。
それを外
国と我国の実情と比較しながら見 と次のよう あろ。①アメリカの状況
-172-
一九八一年八月に国際音声
言語学会がまとめた資料によ
ると、
世界では四一カ国にこの業務を対象とする養成校が
総数四六一校あり、
うら三九一校（八五％）が大学または
大学院に、
残り一五％が特別な養成校に設醤されている。
そのうら、
汽格・養成制度はアメリカが最も進んでおり、
世界の人口の大半をかかえるアジア・アフリカは最も遅れており、
日本もまた例外で
は
な
い
。
では、
アメリカにおける汽格・捉成制度とはどのような
ものであろうか。
ア
メリカでS
peech
therapist
ないし
Audiologist 
(前者は言語障害全般、
後者は聴党障害者
ならびに聴覚機能の診断・評価を主として取り扱う。）の資格を
とる
た
めには、
大
学院修士課程修了
の後一年間の臨床
実習を終了することが義務づけられ
て
いる。
そ
れらをすべ
て終了す
ると
「
アメリカ言語聴党協会」の資
格認定試験を
受験する資格ができ、
試験
に合格してはじめて一人前の臨
床家としての
汽格を与えられ
る
。
．大
学または
大学院では、
基礎として、
解剖学や生理学等
の「医学系の単位」、
宮語学や音声学等の「苔語科学系の
単位」、
発達・認知に閥する「心理学系の単位」、
音編エ
・学等の「工学系
」、
「社会学系」、
「教育学系の単位」を
幅広く履修し、
更に前述①
1®
の各障害に関する「言語病
．．
理学各論」
・「聴党学」等を履修し
、加
えて一年間の臨床
実習で実際に患者に接すること
で
「知識」
のみならず治療
「技術」を生の体験から習得できろよう編成されている。ここまでが
S
p
e
ech
therapist
また
は
Aud
iologist
に
なるための必須科目であろが、
その上の勉強を更にしたい
ものには、博士課程があり(ph
.
Dの称号が与えられる）
砲床と研究が直結し
うる制度とな
っ
ている。一九八一年現
在このよう
にして養成された有資格者が全米に約四万人存
在するといわれている。
これら
の
人々は、教育からも医寮
からも独立した専門職とし
て
医朕•福祉・教育の場で独自
の業務を行っている。②わが国の状況
37 
わが国には、
アメリカに留学して言語病理学者の資格を7
得た
人々によって昭和三十年前後よりこの業務が導入され、
まだ1_4世紀しか経過しておらず歴史が浅く、
欧米に比し
て著しい遅れがある。
その遅れの一因としてわが
国特有
の
縦割行政が災いしていると考えられる。
教育
は文部省に、
医釈•福祉は厚生省に管轄さ
れている
わが国の実情では、
その
働ふ劣によって恵門家と
して
の教育の背景や免許・専門家と
しての知識
や意識が異り、
なかなか「聴能言語」の「屯門
家」として 質的統一が難しい。
すなわち、
現在、
教育の場には「こ
とばの治療教室」
「難聴学級」と呼ば
れるものが全国に約七00
校あり、
三000人
1
四000人の教師がそこで働いている。
これ
ら教師のための
養成大学が六校、大学卒後勉強する専均科が
四校、全国にあ
る
が、実際には、
そこ
を卒業した専門家は
少く、
専門家と
しての訓練を受けて
いない
、教員免許状を有するだけの
一般教師が多数働いている。
又、
専門の大学もそ
の内容を
見る
と「教員養成」に主眼
がおか
れ
すぎ（わが国ではア
メ
リカと異り、学校で働くためには「教貝免許」が必要のため）、
「聴能言語」の専門家養成のための単位数が少く
、
「専門家」の資質の点で大いに問題が る。
一方
、医療•福祉の場で
働く人
のため
には
、国立身体障害者リ
ハビリテーションセンター（埼玉県所沢市）の中に大卒者を対象に一年間の専門教育を
行う
「聴能言語
専門
職員養成
所」がある。
そこは昭和四六年に開設され、
毎年二0名の
専門家が養成されてい
る。
毎年二月に入所試験が
行わ
れる
が定員二0名に対して二五0人l=100人の受験者があり狭き門
であ
る。
受験生の多くは、言語学、
心理学、
教育学‘
英語学（アメリカで最も発展
していろせい
か）を大 で履
修したものが
多い。
そ
して幸いにも卒業後の．就職先はほぼ
確実
にあ
ろ。
又、
こ
の他にお茶大
・東北大・筑波大
には修
士l博士課程があり、
そこの
卒業生も医疫•福祉機関で多
く働
いている。
しかし、
残念なことに現在わが国には「聴
能言語士」の
国家資格がないため、
十分な身分保証
がな
さ
れず、
患者の側から
のニードが高
いにも
か
かわらず
、こ
の
業務が公の場で
学問的
に発展す
る道が保証されていない。
又、
国家資格がない
こと
を口実に、博士号を持つ人が一方
で働いているかと思えば、
他方では、
雑多な教育的背景を
もつ者が
専門
家と
しての十分な研修もつ
まずに職務に従事
していろ、アンバランスで、なげ
かわし
い一面もある。
この現状を是正す
るため、
昭和五0年に現職従事者の団
体である
「日本聴能苫語士協会」が設立さ
れ
、
現在約八〇
0名
の会員が所属していろ。
その
会員の九0％は大卒ま
た
は修
士課
程な
いし博士課程修了者で
ある。
にもかかわらず
わ
が国では医療の場では医師法の
関係でなかなか
業務の専
門性にふさわしい資格・養成制度が実現しがたいため、
ア
メリカの制度にまねて今後は「聴能言語士」の資格を「協会認定」
の形で行い、
一定
の専門
家として
の
質的レペルを
保つ努力を行う万向へ進まざ
るをえな
いだろうと考えられ
る
。
現在、
医療•福祉の場で働く者は推定一000名は存在
する
と考え
ら
れている。
これら
の人は「日本音声言語
医学会」「日本オージオロ
ジー学会」「日本聴能言語学会」「日
本
リハ学会」「日本
口蓋裂学会」等へ所屈し、
研鑽をつんでは
い
るが、
数にお
いて
も資質において
も欧米に比し全体
の
レベルは著しく見
劣りすることは否めない。
わが国において
はこ
の業務は前
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途多難ではあるが、
そのため逆にやり甲斐の
ある未開拓の
分野であることも事実である。
三へ今後の展望とむすびのことぱ
以上
の
ような問題を持つ反面、
幸いにも
この業務は言語
学・心理学・教育学・工学
・医学等の学問と深いかかわり
があり学際的知識を必要とするため、
「言語病理学」のた
めの学部はなくとも関連する学問分野の側面からの援助をうけて
、
今後はますます発展す
る
だろうと考えられる
。
'r』
語学者の中にも最近ではこの業務に興味をよせろ人が続出し、
大学院
の講座
の中にくみこまれようとしている大学も
．． 
数校ある（園際キリスト教大学
・上智大学等）。
私自身、
江実教授に教えを受け、
遠大な営語学のほんの
すそ
野をかじったことが縁でこの業務に入ったが、今では
この
仕事の面白さのとりこになっている。
江教授は一九五
九年に「児窟の言語発達について」の論文を発表された（言語研究三六号）。
以来二0数年が経過すろが、
私の研
究テーマもまた
、
師にならって樟害乳幼児の言語獲得の過
程を解明することである。
特に、
音声言語獲得にお
いて、
「聴党」および「知能」の各因子がどのように関与するか
．を
具体的に明らかにしてゆくことが当面の課題であろ。
こ
．れ 生涯の研究テーマとし、
伺らかの形ある解答を出した＇
いと臨床と研究に励む昨今であろ。
甘語学は言語病理学に、
参
献
い柴
田貞雄る言語障害のリハビリテーション、
音声言語
医学、
ご二、
四四ー五三、
一九七二。
③日
本聴能言語士協会＂ことばの障害児
・者対策を早怠
に、一九七九。
⑱笹
沼澄子＂専門職の養成OI
言語治療士、
ジュリス
ト、
三七六ー三七八、
一九八一。
④田
口恒夫＂欧米における 障害治療の現況、
言語障
害治療
学、
ニー―――ーニ三
三、
医学書
院、
一九六六。
⑮竹
内愛子
1
聴能宮語士の養成・資格制度について、月
刊笞語、
八ーニ、
六八—七五、一九七九゜
⑱笹
沼澄子闘こJとばの遅れと
その治租、
大修館書店、
一九七九゜
の笹
沼澄子緬；失語症とその治寮、大修館裕店、
言
語病理学は言語学に、
お互に学びつつ発展してゆくこと
が望ましく理想であると考える。
どうぞ、若くて有能な研
究者 、
こ
の業務と学問の発展のためには一
生を
ささげて
もいいと考える後輩の人々が、
一人でも誕生することを切
望する
。
又、
近い将来、
母校の言語学
の
講
座の中にたとえ
一講座でも 言語病理学に関すろ講座が開かれることを衷心より願う のである。
一九七九゜
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（川崎医科大学附屈川崎病院
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守屋俊彦著剣の呪ーー物部伝承考ーー大久米命の役目寸ー久米部の伝承I久米の仙人ーー久米伝承の径路ーー沙本毘売 物語についてーーその古代的基盤ーー出箕建が
個けるカ
倭建命の葬送物話黒日売の饗宴山代の歌と丸逹氏「御諾の
その高城なる」（六0)の歌をめぐって
女烏王物語の原型軽太子と軽太郎女赤猪子の話—ー三輪伝承考ー—’
って示すと次の通りである。
本醤の内容を目次によ
新刊紹介
鈴木武晴
「古事記研究ー古代伝承と歌謡J
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